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岩
下
紀
之
著
『連
歌
史
の
諸
問
題
』
山序
　
田
　
依
　
子
岩
下
紀
之
氏
は
平
成
九
年
に
『連
歌
史
の
諸
相
』
を
刊
行
さ
れ
、
「花
の
座
の
固
定
」
に
は
じ
ま
り
、
南
北
朝
期
の
二
条
良
基
の
連
歌
論
書
か
ら
明
治
三
一
年
の
連
歌
百
韻
に
至
る
ま
で
、
連
歌
集
に
お
け
る
詞
書
の
書
式
の
問
題
、
一
一条
良
基
の
漢
学
の
素
養
、
連
歌
師
の
句
集
の
出
典
考
や
諸
本
成
立
考
、
畳
字
連
歌
の
考
察
、
連
歌
師
書
簡
、
新
資
料
の
紹
介
な
ど
二
九
編
の
論
考
を
収
め
、
対
象
と
す
る
時
代
、
問
題
と
も
に
き
わ
め
て
広
汎
に
わ
た
り
、
新
見
に
富
む
優
れ
た
論
考
を
発
表
さ
れ
た
。
本
書
『連
歌
史
の
諸
問
題
』
で
は
、
前
著
の
刊
行
以
降
に
発
表
さ
れ
た
論
考
一
二
編
、
新
稿
一
編
、
な
ら
び
に
資
料
紹
介
を
収
め
、
南
北
朝
期
の
花
の
下
連
歌
か
ら
、
室
町
後
期
の
宗
養
に
至
る
ま
で
、
賦
物
、
寄
合
、
付
句
の
当
座
性
、
表
現
史
、
連
歌
師
の
生
活
、
紀
行
作
品
、
連
歌
師
世
襲
の
問
題
な
ど
、
前
者
と
同
様
に
対
象
と
す
る
時
代
は
広
く
、
題
名
に
記
さ
れ
る
と
お
り
連
歌
に
関
わ
る
ま
さ
に
諸
問
題
が
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
．
時
代
の
広
さ
、
領
域
の
広
さ
を
も
ち
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
論
考
が
い
ず
れ
も
諸
資
料
を
博
捜
し
た
き
わ
め
て
手
堅
い
考
証
に
裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
ま
た
、
前
著
と
変
わ
る
こ
と
が
な
い
。
優
れ
た
実
証
性
と
と
も
に
、
研
究
の
視
点
が
独
創
的
で
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
点
も
、
著
者
の
論
考
の
大
き
な
魅
力
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
本
書
は
、
章
立
て
が
な
く
、
論
文
は
関
連
す
る
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
、
最
後
に
連
歌
の
資
料
紹
介
を
置
く
構
成
と
な
っ
て
い
る
ｃ
本
論
は
、
三
四
九
頁
か
ら
な
り
、
巻
末
に
連
歌
、
和
歌
、
人
名
、
書
名
、
研
究
書
・
研
究
者
索
引
を
付
す
。
第
一
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
「連
歌
師
の
生
活
」
「花
の
下
連
歌
な
ど
」
の
二
編
の
論
考
を
置
く
。
「連
歌
師
の
生
活
」
で
は
、
連
歌
師
の
師
弟
関
係
に
着
目
し
、
南
北
朝
時
代
の
善
阿
一
門
の
連
歌
師
た
ち
、
宗
祇
門
下
の
連
歌
師
た
ち
が
、
い
ず
れ
も
世
襲
に
拠
ら
ず
緊
密
な
師
弟
を
核
と
し
て
形
成
さ
れ
て
お
り
、
地
下
の
連
歌
師
と
い
う
出
自
の
曖
味
さ
や
、
門
弟
を
引
率
し
て
の
一
所
不
住
の
旅
の
生
活
に
双
方
の
共
通
性
を
指
摘
す
る
。
連
歌
師
の
世
襲
は
宗
牧
　
宗
養
親
子
か
ら
始
ま
る
と
し
、
南
北
朝
期
か
ら
室
町
後
期
に
至
る
地
下
の
連
歌
師
た
ち
に
共
通
す
る
、
旅
の
先
々
で
日
々
新
た
な
連
衆
を
迎
え
て
興
行
す
る
連
歌
会
の
新
鮮
な
即
興
性
は
、
世
襲
時
代
に
は
失
わ
れ
、
世
襲
の
確
立
と
大
衆
的
な
基
盤
の
喪
失
が
表
裏
の
関
係
に
あ
る
と
結
ぶ
。
「花
の
下
連
歌
な
ど
」
は
、
鎌
倉
時
代
中
期
か
ら
南
北
朝
時
代
に
か
け
て
の
花
の
下
連
歌
の
様
相
と
地
下
連
歌
師
の
活
動
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
、
遍
歴
の
芸
能
民
と
し
て
連
歌
師
た
ち
が
各
地
の
寺
社
の
祭
礼
等
で
興
行
す
る
連
歌
は
、
群
集
に
向
か
っ
て
開
か
れ
た
場
で
あ
っ
た
と
推
さ
れ
る
が
、
『菟
玖
波
集
』
は
都
の
花
の
下
連
歌
と
い
う
年
に
一
度
の
晴
儀
の
句
を
採
録
し
た
に
過
ぎ
ず
、
採
録
さ
れ
た
作
者
の
背
後
に
多
く
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
地
下
連
歌
師
の
存
在
や
一
年
を
通
じ
て
の
活
動
等
は
捨
象
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
両
論
文
と
も
、
地
下
の
連
歌
師
の
存
在
と
生
活
に
焦
点
を
あ
て
た
論
考
で
あ
り
、
「中
世
社
会
の
代
表
的
な
芸
能
で
あ
っ
た
」
連
歌
の
場
の
臨
場
感
と
そ
の
大
衆
的
性
格
を
指
摘
し
て
い
る
点
に
共
通
し
た
視
点
が
う
か
が
え
、
注
目
さ
れ
る
ｃ
第
二
の
グ
ル
ー
プ
に
は
、
「磐
自
の
松
―
―
歌
枕
か
ら
寄
合
へ
―
―
」
「賦
〔26〕
物
に
つ
い
て
」
「
一
人
見
て
」
と
い
う
表
現
」
の
二
編
の
論
考
を
置
く
。
「磐
自
の
松
―
―
歌
枕
か
ら
寄
合
へ
―
―
」
は
、
雇
石自
の
松
」
の
語
句
の
変
遷
と
変
容
の
様
相
を
万
葉
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
ま
で
辿
り
、
鎌
倉
時
代
後
期
に
連
歌
の
寄
合
に
取
り
込
ま
れ
、
以
降
定
着
す
る
「む
す
ぶ
」
と
「磐
自
の
松
」
の
寄
合
は
、
和
歌
の
流
れ
の
な
か
で
の
歌
人
た
ち
の
本
題
材
の
洗
練
と
、
有
間
皇
子
の
歌
そ
の
も
の
の
文
学
的
な
力
に
よ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
．
「賦
物
に
つ
い
て
」
は
、
『冷
泉
家
歌
書
紙
背
文
書
』
上
・
下
に
収
め
ら
れ
た
紙
背
の
連
歌
懐
紙
を
中
心
に
、
鎌
倉
時
代
の
賦
物
の
実
態
を
そ
の
後
の
変
遷
を
も
視
野
に
入
れ
て
考
察
す
る
。
正
治
か
ら
嘉
禄
ま
で
の
物
名
型
の
賦
物
か
ら
、
嘉
禄
か
ら
建
長
ま
で
の
上
賦
下
賦
型
を
経
て
、
以
後
鎌
倉
末
期
ま
で
約
八
〇
年
間
を
単
式
賦
物
の
時
期
と
想
定
し
、
南
北
朝
以
後
、
明
治
に
至
る
五
〇
〇
年
間
は
賦
物
を
発
句
の
み
と
す
る
制
が
一
切
変
化
し
な
い
こ
と
か
ら
、
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
変
容
が
き
わ
め
て
急
速
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
さ
ら
に
賦
物
の
型
の
改
変
が
一
斉
に
整
然
と
行
わ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
し
「
一
人
見
て
」
と
い
う
表
現
」
は
、
コ
人
見
て
」
と
い
う
言
い
回
し
の
用
例
が
和
歌
　
俳
諸
に
少
な
く
、
連
歌
に
の
み
愛
用
さ
れ
る
表
現
で
あ
る
こ
と
を
確
認
の
う
え
、
コ
人
見
て
」
と
詠
む
会
席
で
の
用
例
が
ひ
と
か
ど
の
人
物
の
詠
句
に
限
ら
れ
、
日
常
的
な
百
韻
の
一
座
で
普
通
の
連
衆
が
「
一
人
見
て
」
と
詠
む
例
が
な
い
と
い
う
き
わ
め
て
興
味
深
い
指
摘
を
行
い
、
さ
ら
に
こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
共
同
制
作
で
あ
る
連
歌
詠
作
に
お
い
て
旬
の
作
者
が
作
中
世
界
に
参
入
し
、　
一
人
称
的
に
関
わ
る
詠
法
に
つ
い
て
も
考
察
を
進
め
る
Ｇ
「磐
自
の
松
」
や
「
一
人
見
て
」
の
論
考
に
は
、
着
眼
の
独
自
性
と
と
も
に
一
つ
の
表
現
を
契
機
と
し
て
広
く
深
く
探
究
し
つ
つ
連
歌
の
本
質
的
な
問
題
の
解
明
に
迫
る
手
法
の
巧
み
さ
が
窺
え
る
ｃ
第
二
の
グ
ル
ー
プ
に
は
、
コ
菟
玖
波
集
』
付
旬
の
当
座
性
」
「
立
ち
水
」
「伏
し
水
」
に
つ
い
て
」
〓
光
源
氏
一
部
連
歌
寄
合
』
索
引
稿
」
〓
万
葉
集
』
寄
合
索
引
稿
」
の
四
編
の
論
考
を
収
め
る
ｃ
〓
菟
玖
波
集
』
付
句
の
当
座
性
」
は
、
「菟
玖
波
集
』
の
付
旬
に
は
集
全
体
か
ら
見
れ
ば
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
が
、
連
歌
の
会
席
の
当
座
の
状
況
を
詠
ん
だ
句
が
存
在
す
る
こ
と
を
、
二
条
良
基
や
足
利
尊
氏
、
尊
胤
法
親
王
、
救
済
等
の
旬
か
ら
例
証
し
、
そ
う
し
た
旬
の
収
載
の
な
い
『新
機
菟
玖
波
集
」
と
の
相
違
は
、
付
合
の
文
芸
性
の
純
化
と
い
う
よ
り
も
、
撰
者
の
編
纂
意
識
の
相
違
に
拠
る
と
結
論
づ
け
る
ｃ
「
立
ち
水
」
「伏
し
水
」
に
つ
い
て
」
は
、
二
条
良
基
の
連
歌
論
フ
現
波
問
答
』
序
文
に
見
え
る
「立
ち
水
」
「伏
し
水
」
の
語
の
意
味
を
め
ぐ
り
、
そ
の
出
典
が
鎌
倉
時
代
の
万
葉
学
者
仙
覚
の
『仙
覚
抄
』
二
七
九
四
番
歌
の
注
に
見
え
る
、
「立
ち
水
」
「伏
し
水
」
の
記
載
に
拠
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
両
語
と
も
一
般
的
な
歌
語
に
成
長
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
論
じ
る
。
コ
光
源
氏
一
部
連
歌
寄
合
』
索
引
稿
」
は
、
二
条
良
基
に
よ
る
源
氏
寄
合
書
『光
源
氏
一
部
連
歌
寄
合
』
に
つ
い
て
、
主
と
し
て
古
典
文
庫
本
の
本
文
を
用
い
て
、
寄
合
語
な
ら
び
に
和
歌
の
各
句
索
引
を
作
成
す
る
。
〓
万
葉
集
』
寄
合
索
引
稿
」
は
、
二
条
良
基
の
『万
葉
詞
』
に
つ
い
て
、
鎌
倉
末
期
の
『連
証
集
』
、
恵
俊
編
の
『連
歌
寄
合
』
、　
一
条
兼
良
の
『連
珠
合
璧
集
』
の
三
つ
の
寄
合
集
と
詳
細
な
比
較
を
行
い
、
『万
葉
詞
』
固
有
の
性
格
を
考
証
し
た
う
え
で
、
『陽
明
叢
書
』
収
録
の
『万
葉
詞
』
の
な
か
の
寄
合
を
な
す
語
を
と
り
だ
し
、
五
十
音
順
の
索
引
を
作
成
す
る
。
こ
れ
ら
二
条
良
基
に
関
す
る
四
編
の
論
考
は
、
連
歌
の
座
の
当
座
性
を
尊
重
し
た
良
基
の
句
集
撰
者
と
し
て
の
態
度
や
、
良
基
に
と
っ
て
の
万
葉
学
や
源
氏
学
の
第
一
義
が
連
歌
実
作
に
お
け
る
語
彙
の
拡
張
の
た
め
に
あ
っ
た
こ
と
を
鮮
明
〔27〕
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
る
ｃ
二
種
の
寄
合
索
引
稿
は
、
今
後
の
連
歌
研
究
に
資
す
る
有
用
な
索
引
で
あ
る
。
第
四
の
グ
ル
ー
プ
に
は
、
「心
敬
―
―
仏
道
と
和
歌
　
連
歌
―
―
」
「永
正
六
年
の
宗
長
の
旅
」
「連
歌
師
宗
養
所
有
の
不
動
産
に
つ
い
て
」
の
連
歌
師
関
係
の
論
考
三
編
を
収
め
る
。
「心
敬
―
―
仏
道
と
和
歌
連
歌
―
―
」
は
、
心
敬
に
つ
い
て
仏
道
、
和
歌
、
連
歌
の
三
つ
の
側
面
か
ら
考
察
し
た
論
で
、
心
敬
に
と
っ
て
仏
教
は
宗
教
と
し
て
よ
り
も
そ
の
学
識
の
基
底
を
形
成
し
た
教
養
体
系
の
面
が
強
い
こ
と
、
和
歌
は
三
〇
年
間
師
事
し
た
正
徹
と
は
宗
派
は
も
と
よ
り
、
文
学
的
個
性
や
歌
人
と
し
て
の
力
量
な
ど
異
な
る
点
が
多
い
こ
と
、
連
歌
は
名
実
と
も
に
本
領
を
発
揮
し
た
領
域
で
あ
っ
た
が
、
発
句
・
付
句
と
も
に
、
心
敬
の
句
の
完
成
度
が
高
い
が
ゆ
え
に
、　
一
座
に
あ
っ
て
付
句
が
難
し
い
と
思
し
き
句
が
多
く
、
共
同
制
作
の
場
と
は
根
底
的
に
背
反
す
る
自
開
的
孤
独
さ
が
印
象
づ
け
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
「永
正
六
年
の
宗
長
の
旅
」
は
、
『東
路
の
津
登
』
に
記
さ
れ
た
宗
長
の
永
正
六
年
の
旅
の
目
的
は
、
単
な
る
風
流
の
旅
で
は
な
い
と
し
、
国
人
岩
松
尚
純
（静
一こ
の
東
国
で
の
状
況
、
東
国
の
動
乱
に
対
す
る
駿
河
守
護
の
今
川
氏
の
対
応
、
今
川
氏
親
の
家
臣
早
雲
（伊
勢
宗
瑞
）
の
動
き
な
ど
を
、
種
々
の
史
料
や
『東
路
の
津
登
』
の
記
事
等
に
よ
っ
て
検
証
し
、
宗
長
の
旅
は
山
内
・
扇
谷
の
両
上
杉
氏
領
国
を
く
ま
な
く
見
分
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
永
正
六
年
以
降
の
宗
長
の
日
記
紀
行
や
史
料
等
に
も
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
、
今
川
家
の
政
治
的
な
使
者
の
任
を
負
う
宗
長
の
働
き
が
窺
え
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
「連
歌
師
宗
養
所
有
の
不
動
産
に
つ
い
て
」
は
、
『室
町
幕
府
引
付
史
料
集
成
』
の
「雑
記
」
に
収
録
さ
れ
た
、
連
歌
師
宗
養
に
関
す
る
文
書
を
も
と
に
、
宗
養
所
有
の
不
動
産
に
つ
い
て
、
関
連
文
書
を
も
博
捜
・
検
証
し
つ
つ
考
察
し
た
論
で
あ
る
。
常
磐
井
殿
や
勧
修
寺
家
の
屋
地
や
、
そ
の
他
の
日
地
を
入
手
し
、
幕
府
政
所
に
よ
り
安
堵
を
得
た
宗
養
の
経
済
的
な
成
功
に
つ
い
て
は
、
特
に
連
歌
を
と
お
し
て
個
人
的
交
流
の
あ
っ
た
三
好
長
慶
の
援
助
が
あ
っ
た
こ
と
を
推
測
す
る
。
宗
牧
ニ
ホ
養
親
子
は
、
連
歌
師
と
い
う
職
業
の
世
襲
と
と
も
に
、
居
住
地
の
継
承
を
も
行
っ
た
が
、
宗
養
の
早
世
に
よ
り
家
の
確
立
に
は
至
ら
ず
、
後
の
里
村
家
に
よ
っ
て
幕
府
出
仕
の
連
歌
師
の
家
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
文
芸
と
し
て
の
連
歌
は
す
で
に
終
焉
を
迎
え
て
い
る
こ
と
を
述
べ
る
。
最
後
は
、
「宗
長
連
歌
資
料
二
種
」
「資
料
紹
介
」
の
二
本
を
置
く
。
「宗
長
連
歌
資
料
二
種
」
は
、
著
者
家
蔵
の
宗
長
出
座
の
連
歌
懐
紙
切
な
ら
び
に
『何
人
百
韻
』
の
紹
介
で
、
翻
字
と
考
証
の
ほ
か
、
影
印
も
付
す
ｃ
永
正
大
永
期
の
宗
長
の
活
動
を
伝
え
る
も
の
で
、
句
集
『那
智
籠
』
『老
耳
』
と
の
関
連
、
な
ら
び
に
同
座
の
連
衆
に
つ
い
て
考
証
す
る
。
「資
料
紹
介
」
は
新
稿
で
、
同
じ
く
家
蔵
の
「同
発
句
」
、
「百
韻
の
懐
紙
切
」
（連
歌
切
五
点
、
歌
集
切
一
点
）、
「句
集
の
切
」
（句
集
切
四
点
、
誹
譜
切
一
点
）
の
三
種
の
資
料
を
紹
介
し
、
翻
字
と
考
証
の
ほ
か
、
影
印
も
付
す
。
い
ず
れ
も
貴
重
な
資
料
で
あ
る
が
、
特
に
注
目
す
べ
き
は
「同
発
句
」
で
あ
り
、
考
証
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
救
済
と
宗
制
の
発
句
を
連
歌
合
の
体
裁
で
五
六
句
つ
が
え
た
本
資
料
は
、
『連
歌
貴
重
文
献
集
成
』
第
二
集
の
『救
済
宗
御
百
番
連
討
』
に
本
来
影
印
と
し
て
付
載
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
当
書
か
ら
欠
脱
し
て
い
る
、
ま
さ
に
そ
の
本
で
あ
る
確
実
性
が
高
く
、
ま
た
『七
賢
時
代
連
歌
句
集
』
に
翻
刻
さ
れ
た
赤
本
文
庫
本
『百
番
連
訂
』
が
付
句
七
〇
番
、
発
句
一
七
番
、
合
計
八
七
番
で
百
番
に
は
不
足
す
る
の
に
対
し
、
本
書
の
み
に
見
え
る
発
句
が
新
た
に
三
二
句
収
載
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
今
後
の
作
品
研
究
に
と
っ
て
き
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わ
め
て
重
要
な
資
料
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
え
な
い
。
奇
縁
と
も
い
う
べ
き
こ
の
符
合
は
、
当
初
の
謎
は
さ
て
お
き
、
本
資
料
が
そ
の
後
そ
れ
を
有
す
る
に
値
す
る
研
究
者
の
も
と
に
運
ば
れ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。
以
上
、
全
体
を
通
読
し
、
研
究
領
域
の
広
さ
、
考
証
の
手
堅
さ
、
視
点
の
独
自
性
な
ど
に
支
え
ら
れ
た
考
察
や
論
証
に
、
中
世
連
歌
の
世
界
の
豊
か
さ
と
奥
深
さ
を
あ
ら
た
め
て
知
る
思
い
が
す
る
。
博
捜
し
て
得
た
貴
重
な
資
料
の
数
々
が
、
論
拠
と
し
て
随
所
で
さ
り
げ
な
く
提
示
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
資
料
の
発
見
が
日
常
不
断
の
研
究
に
裏
打
ち
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
っ
種
々
の
資
料
に
も
と
づ
い
て
展
開
さ
れ
る
考
察
は
、
大
き
く
旋
回
し
つ
つ
最
後
に
説
得
性
に
富
む
結
論
に
帰
着
す
る
形
を
と
る
こ
と
が
多
く
、
構
想
の
広
が
り
を
形
づ
け
る
著
者
の
論
法
の
一
つ
の
特
性
と
い
え
よ
つヽ
。
最
後
に
二
、
三
、
評
者
の
所
感
を
記
し
て
お
く
。
「
菟
玖
波
集
』
付
句
の
当
座
性
に
つ
い
て
」
の
論
考
に
お
い
て
、
『菟
玖
波
集
』
と
異
な
り
、
『新
撰
菟
玖
波
集
』
に
連
歌
の
会
席
の
当
座
の
状
況
を
詠
ん
だ
付
句
が
な
い
の
は
、
撰
者
の
編
集
意
識
に
拠
る
も
の
と
す
る
指
摘
が
あ
る
が
、
た
と
え
ば
能
阿
の
『集
百
句
之
連
歌
』
に
は
「遠
国
の
旧
友
再
会
思
は
さ
る
が
来
に
」
と
詞
書
の
あ
る
付
合
「
や
と
か
す
人
の
名
残
わ
す
れ
し
／
さ
く
花
を
老
木
の
も
と
の
契
に
て
」
葛
竹
林
抄
』
に
は
詞
書
不
記
で
収
録
）
が
見
え
る
っ
『新
撰
菟
玖
波
集
』
に
近
接
す
る
時
代
の
句
集
や
百
韻
に
お
い
て
、
当
座
の
状
況
を
詠
ん
だ
と
想
定
さ
れ
る
付
句
の
例
示
が
若
千
で
も
あ
れ
ば
、
撰
者
の
編
集
意
識
に
拠
る
と
す
る
著
者
の
論
が
よ
り
実
証
的
に
強
化
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
コ
光
源
氏
一
部
連
歌
寄
合
』
索
引
稿
」
は
、
利
便
性
の
高
い
索
引
で
あ
る
が
、
資
料
館
本
の
み
に
あ
い
わ
れ
る
語
を
、
巻
名
の
前
に
「資
」
の
字
を
付
し
て
示
し
て
い
る
が
、
や
や
見
づ
ら
い
の
が
難
点
で
あ
る
ｃ
些
細
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、
該
当
す
る
巻
名
の
右
に
傍
線
を
付
す
な
ど
の
処
理
で
も
よ
か
つ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
「心
敬
―
―
仏
道
と
和
歌
・
連
歌
―
―
」
は
、
心
敬
の
連
歌
作
品
の
み
を
対
象
と
し
た
論
考
で
は
な
く
、
ま
た
紙
数
の
制
約
等
の
都
合
に
も
因
つ
て
い
よ
う
が
、
心
敬
の
詠
作
が
完
成
度
が
高
い
が
ゆ
え
に
付
け
難
い
句
が
多
い
と
の
指
摘
は
首
肯
し
う
る
が
、
た
と
え
ば
例
句
の
「散
る
花
の
音
き
く
ほ
ど
の
深
山
哉
」
の
発
句
は
、
『竹
林
抄
』
に
「醍
醐
寂
静
谷
と
云
所
の
花
見
侍
し
時
」
と
詞
書
が
あ
り
、
「寂
静
谷
」
の
地
名
を
念
頭
に
お
い
て
の
詠
作
で
あ
る
こ
と
を
も
考
慮
し
て
解
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
座
の
文
学
で
あ
る
連
歌
の
場
に
お
け
る
心
敬
の
異
質
性
に
つ
い
て
は
、
心
敬
一
座
の
百
韻
を
精
査
す
る
必
要
が
あ
り
、
連
歌
研
究
者
の
今
後
の
課
題
と
も
な
ろ
う
。
以
上
、
粗
々
述
べ
て
き
た
が
、
い
ず
れ
の
論
考
も
手
堅
い
実
証
性
を
基
底
と
し
な
が
ら
も
、
文
体
は
な
め
ら
か
で
、
柔
軟
な
思
考
、
度
量
の
広
さ
、
和
漢
籍
に
通
暁
し
た
自
在
さ
が
う
か
が
え
、
理
知
一
辺
倒
で
は
な
い
妙
趣
に
富
む
論
文
集
で
あ
る
ｃ
本
書
は
、
定
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
諸
論
考
を
集
成
し
た
一
書
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
今
後
と
も
遍
在
す
る
連
歌
の
諸
問
題
に
光
を
あ
て
、
連
歌
研
究
の
道
を
新
た
に
拓
か
れ
る
こ
と
を
念
じ
て
や
ま
な
い
。
（二
〇
一
二
年
一
二
月
　
汲
古
書
院
　
Ａ
５
判
　
一二
七
四
頁
　
本
体
一
一
〇
〇
〇
円
）
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